
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分区分区分区分    新規評価新規評価新規評価新規評価    継続評価継続評価継続評価継続評価    

評価対象評価対象評価対象評価対象    
災害復旧、維持管理、調査等を除くすべての公共事業 

評価方法評価方法評価方法評価方法    

必要性、重要性、効率性、緊急性、計画

熟度を点数化し、その合計による評価 

翌年度以降に事業を継続する箇所について、

事業の進捗状況等の確認を毎年度行う 

評価の活用評価の活用評価の活用評価の活用    

国庫補助事業の採択申請や県単独事業

の採択の決定に活用 

取組方針 （継続、休止、中止）の決定に活用 

 

 

 

 

長野県では、公共事業の一層の効率化、重点化を図るとともに、その実施過程の透明性を

向上させるために、平成 15 年度から公共事業評価を実施しています。 

評価結果は、個別箇所の採択の決定や取組方針の検討等に活用されています。 

今回、国庫補助事業の採択の状況がまとまりましたので、平成 27 年度実施予定箇所の評価

結果（平成 26 年度に評価を実施）を公表します。 

長野県（総務部）プレスリリース 平成 27 年（2015 年）６月 19 日 

平成平成平成平成２７年度２７年度２７年度２７年度実施予定箇所等の公共事業評価結果実施予定箇所等の公共事業評価結果実施予定箇所等の公共事業評価結果実施予定箇所等の公共事業評価結果（新規・継続）（新規・継続）（新規・継続）（新規・継続）についてについてについてについて 

事

業

の

流

れ

 

公

共

事

業

評

価

公

共

事

業

評

価

公

共

事

業

評

価

公

共

事

業

評

価 

 

意見 

意見 

継続評価継続評価継続評価継続評価    

意見 

「Ａ」改善・見直し（同種事業の計画策定・調査へ反映）「Ａ」改善・見直し（同種事業の計画策定・調査へ反映）「Ａ」改善・見直し（同種事業の計画策定・調査へ反映）「Ａ」改善・見直し（同種事業の計画策定・調査へ反映）    

再評価再評価再評価再評価    新規評価新規評価新規評価新規評価    

事業

着手 

「Ｐ」計画策定「Ｐ」計画策定「Ｐ」計画策定「Ｐ」計画策定    「Ｄ」事業実施「Ｄ」事業実施「Ｄ」事業実施「Ｄ」事業実施    「Ｃ」点検・評価「Ｃ」点検・評価「Ｃ」点検・評価「Ｃ」点検・評価    

（毎年度全事業） 

事後事後事後事後評価評価評価評価    

計画

調査 

長野県公共事業評価監視委員会（学識経験者等により構成） 

事業

完了 

維持

管理 

改築

更新 

（5年に一度 

長期化事業） 

H25 から 

実施 

H26 から 

実施 

平成 27 年（2015 年）６月 19 日 

総務部 行政改革課 

(課長) 井出 英治 

(担当) 青木 能健 桐山 准 上田 岳義 

電話：026-235-7029（直通） 

電話：026-232-0111（代表）内線 2558 

FAX ：026-235-7030 

E-mail gyokaku@pref.nagano.lg.jp 
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① 国庫補助事業  

 

１４１箇所を評価し、Ａ評価は７５箇所、Ｂ評価は６６箇所となりました。 

評価結果、予算状況、地域との調整状況等を考慮し、国へ１０９箇所申請し、１０９箇所が採択となり

ました。 

〔100 点満点 Ａ：75 点以上 Ｂ：74～50 Ｃ：49 点以下〕 （単位：箇所） 

分野 事 業 名 担当部 

評価 

対象 

評 価 

国へ 

申請 

国の 

採択 

Ａ Ｂ Ｃ 

地すべり対策 

地すべり対策 農政 3 3   3 3 

地すべり防止 林務 1  1  1 1 

地すべり対策 

建設 

9 7 2  9 9 

急傾斜地崩壊対策等 13 6 7  13 13 

ため池の整備等 県営農村地域防災減災 農政 6 5 1  6 6 

治山・砂防 

山地治山 

林務 

14 7 7  13 13 

水源地域等保安林整備 5 4 1  5 5 

砂防 建設 13 9 4  12 12 

主要な道路の整備 道路改築 

建設 

36 13 23  6 6 

補完的な道路の整備 

街路 2 2         2 2 

県代行 2  2  2 2 

道路付帯施設の整備 

雪寒対策道路 3 1 2  3 3 

無電柱化推進 1  1  1 1 

交通安全施設等整備 24 10 14  24 24 

農業基盤整備 

県営かんがい排水 

農政 

1 1   1 1 

県営畑地帯総合土地改良 3 2 1  3 3 

県営農道整備 2 2   2 2 

県営中山間総合整備 3 3   3 3 

合計 １４１ ７５ ６６  １０９ １０９ 

（参考）H2６ １３４ ６５ ６９  １０２ １０２ 

 

② 県単独事業  

１５箇所を評価し、Ａ評価は１箇所、Ｂ評価は１４箇所となりました。評価結果を踏まえて、１５箇所を

採択しました。      

 〔100 点満点 Ａ：75 点以上 Ｂ：74～50 Ｃ：49 点以下〕 （単位：箇所） 

分野 事 業 名 担当部 

評価 

対象 

評 価 

採択 

Ａ Ｂ Ｃ 

主要な道路の整備 県単道路改築 

建設 

9 1 8  9 

補完的な道路の整備 県単街路 1  1  1 

道路付帯施設の整備 県単交通安全施設等整備 5  5  5 

合計 １５ １ １４  １５ 

（参考）H2６ ３５ １１ ２４  ３５ 

 

 

 

１  新規箇所評価の結果（１５６箇所）（①＋②） 



 

 

③ 代表的な箇所の評価例   

 （第三者評価の抽出審議箇所） 

事業名 

箇所名 

地区名 

県営中山間総合整備 

生坂村 

いくさか 

水源地域等保安林整備 

根羽村 

外山 

街路 

（都）飯田中津川線 

飯田市 知久町 

概  要 

主要工種 

用排水路 L=9,425m 

農道    L=1,920m 

ほ場整備 A=11.8ha  等 

 

事業目的 

ほ場整備等を行い、担い手

農家や新規就農者への農地

集積を促進し、特産の山清路

巨峰栽培をはじめとした特色

ある地域農業の発展を図る。 

 

ほ場整備等を実施し効率化を図る 

 

 

 

 

 

農業用施設等を整備し効率化を図る 

 

新規就農者の育成 

 

 

 

 

 

 

 

主要工種 

谷止工 7 個 

森林整備 150ha 

 

 

事業目的 

 大雪等により被害を受け荒

廃地となっている水源域に対

し、渓流に谷止工、荒廃森林

には森林整備を実施し、早期

に機能回復を図る。 

 

倒木により渓流が荒廃 

 

 

 

 

 

 

 

渓流内の不安定土塊 

主要工種 

道路拡幅 L=440m  

W=6.0（16.0）m 

（現道 W=4.0m） 

 

事業目的 

 市街地の道路拡幅と電線類

を地中に埋設した歩道の整備

により、円滑な交通の確保と

安全で快適な都市空間の創

造を図る。 

 

幅員が狭く通行に支障 

  

歩道がなく歩行者が危険 

県評価 Ａ評価 Ａ評価 Ａ評価 

第三者評価 

農業生産基盤と農村生活

環境を一体的に整備し、併せ

てソフト対策と連携して農業・

農村の活性化を図る計画であ

るため、県の自己評価は妥当

と判断する。 

 

大雪による被害で、今後下

流に被害を及ぼす危険性が

あるため、被害木の流出防止

や健全な森林への復旧を行う

必要があるため、県の自己評

価は妥当と判断する。 

周辺で宅地化が進み、また

沿道に病院・小学校があるた

めに歩行者等が多く、安全確

保が急務となっているため、

県の自己判断は妥当と判断

する。 

 

至 市街地



 

 

① 国庫補助事業 

    平成２７年度以降に実施予定の５６

ついては、早期完成を目指し効果の早期発現を図り、残事業の多いものについてはその必要性

を検討するなど、今後の取組みの検討に活用しました。平成２７年度は、継続が５４

用地取得の難航や関係機関との協議に時間を要することなどのため、休止が１

ました。 

                                          

部 

評価 

対象 

農 政 部  89 

林 務 部  １１８ 

建 設 部  ３５4 

計 ５６１ 

（参考）H26 ５１０ 

② 県単独事業 

 平成２７年度以降に実施予定の２１０箇所について評価し、継続が２１０箇所と

                           

部 

評価 

対象 

建 設 部  208 

企  業  局 2 

計 ２１０ 

（参考）H26 １７７ 

※「休止」：現行計画による事業継続を前提とするが、当該年度の事業実施が困難なもの。

   「中止」：現行計画による事業継続が困難なため、整備を中断するもの。

③ 代表的な箇所 

 

 

２ 継続箇所評価の結果（７７

資料の公表 

経営体育成基盤整備事業  

安曇野市 烏川地区 

ほ場整備工 A=161ha ほか 

 

ほ場の区画形状や用排水施設等の整

備を行い、農業経営の安定を図って

います。 

評価結果等は長野県庁総務部行政改革課、県庁行政情報センター、各合同庁舎行政情報コーナー

長野県公式ホームページでご覧いただけます。

http://www.pref.nagano.lg.jp/gyokaku/kensei/soshiki/kokyojigyo/hyoka/index.html

２７年度以降に実施予定の５６１箇所について評価を行いました。事業完成間近のものに

ついては、早期完成を目指し効果の早期発現を図り、残事業の多いものについてはその必要性

を検討するなど、今後の取組みの検討に活用しました。平成２７年度は、継続が５４

用地取得の難航や関係機関との協議に時間を要することなどのため、休止が１

                                          （単位：箇所）

取組方針 

継続 休止 中止 

89 ０ ０

１１8 ０ ０

３40 １4 ０

５４７ １４ ０

４９８ １２ ０

成２７年度以降に実施予定の２１０箇所について評価し、継続が２１０箇所と

                                   （単位：箇所）

取組方針 

継続 休止 中止 

208 0 ０ 

2 0 ０ 

２１０ ０ ０ 

１７７ ０ ０ 

現行計画による事業継続を前提とするが、当該年度の事業実施が困難なもの。 

「中止」：現行計画による事業継続が困難なため、整備を中断するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７７１箇所）（①＋②） 

社会資本整備総合交付金事業

飯田市 （国）

バイパス工事

 

幅員狭小・線形不良区間の解消を図る

ため、バイパス工事を行っています。

治山事業  

伊那市  諏訪形 

谷止工  １基ほか 

 

山地災害から県民の安心・安全な生

活を守るため、荒廃した渓流内で対策

を行っています。 

評価結果等は長野県庁総務部行政改革課、県庁行政情報センター、各合同庁舎行政情報コーナー

長野県公式ホームページでご覧いただけます。 

http://www.pref.nagano.lg.jp/gyokaku/kensei/soshiki/kokyojigyo/hyoka/index.html

箇所について評価を行いました。事業完成間近のものに 

ついては、早期完成を目指し効果の早期発現を図り、残事業の多いものについてはその必要性 

を検討するなど、今後の取組みの検討に活用しました。平成２７年度は、継続が５４７箇所となり、 

用地取得の難航や関係機関との協議に時間を要することなどのため、休止が１４箇所箇所となり 

（単位：箇所） 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

成２７年度以降に実施予定の２１０箇所について評価し、継続が２１０箇所となりました。 

（単位：箇所） 

 

 

 

 

社会資本整備総合交付金事業  

（国）152 号 小道木バイパス  

バイパス工事 L=1.7Km W=6.5(8.0)m 

幅員狭小・線形不良区間の解消を図る

ため、バイパス工事を行っています。 

評価結果等は長野県庁総務部行政改革課、県庁行政情報センター、各合同庁舎行政情報コーナー及び 

http://www.pref.nagano.lg.jp/gyokaku/kensei/soshiki/kokyojigyo/hyoka/index.html 


